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マ
ン
シ
ョ
ン
が
厄
磯
に
直

面
し
て
い
る
。
老
朽
化
が
迎

む
一
方
で
修
輝
炎
金
は
不

足
。
災
告
リ
ス
ク
も
K

曰
ま
っ

て
い
る
。
外
国
人
住
民
が
培

え
、
管
迎
不
全
が
表
面
化
。

永
住
希
望
が

6
割
を
超
え
る

な
か
、
人
生
1
0
0年
時
代

の
「終
（
つ
い
）
の
住
み
家
」

が
白
か
さ
れ
て
い
る
。

気
付
い
た
ら
修
繕
戟
屯
金

が
消
え
て
い
た
ー
ー
。
宮
城

県
内
に
あ
る
築
23年
の
7
階

建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
。
訟
ヒ
で

麗
り
が
目
立
ち
始
め
た
5

年
前
、

H
事
を
依
頼
し
よ
う

と
住
民
が
修
組
金
を
確
か
め

た
と
こ
ろ
、

1
0
0
0
万
円

近
く
あ
る
は
ず
が
数
十
万
円

し
か
な
か
っ
た
。
管
碑
会
社

マンションl懇
クライシス
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修
繕
費
も
管
理
人
も
不
足

なが
か-,・使
つ誰し 1

たも込
← チん
・ェ で

罪 ッい
ヰtクた C

会 し゜
も て
組 い

民（プ織
が゜せ
立危 ず

皇讐五
が 1こ瑯
り駆会
‘ ら社

臨れ i::、一と1--・f立占如し

時た丸 老朽化が激しく解体を命じられ
総住投 たマンション（滋四県野洲市）
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脅かされる「終の住み家」
総
合
調
査
で
は
現
在
の
修
砲
艮

向`
坂
和
延
さ
ん
は
昨
年
、
の
8
人
に
1
人
が
容
ら
す
。
管
珂
不
全
で
危
険
な
マ
ン

租
立
金
が
計
岡
よ
り
少
な
い
大
手
怜
罪
会
社
か
ら
月

13万
景
気
対
策
と
し
て
新
築
を
後
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
滋
四
県
野

と
こ
ろ
は
3
5
%。
3
カ
月
以
円
の
符
瑯
委
託
改
を
20万
円

押
し
し
た
こ
と
も
あ
り
、
布
洲
市
は
lO年
3
月
、
老
朽
化

上
の
滞
納
は
25％
だ
っ
た
。
超
に
と
捉
示
さ
れ
た
．
今
後
同
上
が
り
で
地
え
て
き
た
。
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所

も
団
吃
金
を
確
保
す
る
に
は
う
ち
3
制
が
築

30年
超
。

40
有
者
に
解
体
を
命
じ
た
。
空

値
上
げ
は
無
瑯
で
、
笞
皿
会

年
に
は
築
40
年
超
が
4
割
に
き
家
対
策
船
鍛
法
を
マ
ン
シ

時
給
2
割
上
昇

和
宣
金
が
不
足
す
る
マ
ン
社
を
代
え
た
。
達
す
る
見
込
み
だ
。
築
40年
ョ
ン
に
も
適
用
し
た
珍
し
い

シ
ョ
ン
に
は
、
管
理
会
社
が
背
蔽
に
は
密
理
人
不
足
が
超
の
7
割
が
空
室
を
抱
え
、
事
例
だ
。

10年
前
か
ら
無
人

厳
し
い
姿
勢
を
見
せ
る
。
あ
る
。
定
年
延
長
や
再
雇
用
斑
金
不
足
も
呂
灯
つ
。
で
外
臨
が
崩
れ
る
な
ど
厄
険

な
状
態
。
院
虚
マ
ン
シ
ョ
ン

老
朽
化
対
策
遅
れ

「
財
政
が
厳
し
い
管
迎
組
で
な
り
手
が
滅
っ
た
。
匹
理

合
と
は
長
く
凶
わ
れ
な
い
」
。
人
の
時
給
は

2
i
3割
上

は

社
会
の
安
全
を
弼
か
す
。

あ
る
大
手
管
瑯
会
社
の
担
当
昇
。
管
即
会
社
は
不
採

aの
国
は
老
朽
物
件
の
建
て
酌
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
即
査
で

者
は
謡
る
。
竹
珊
毀
の
囮
上
物
件
に
強
い
姿
勢
で
臨
む
。
え
に
つ
い
て
は
〈
B

窯
形
成
の
は
、
老
朽
化
対
策
を
議
論
し

げ
を
要
求
し
、
受
け
入
れ
な
東
京

・
成
城
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
な
ど
対
て
い
る
管
理
組
合
は
4
割
以

け
れ
ば
あ
っ
さ
り
引
き
掲
げ
で
は
囮
上
げ
を
回
迎
し
よ
ラ
応
を
進
め
る
。
だ
が
修
繕
毀
下
だ
っ
た
。
部
巾
部
に
廃
虚

る
ケ
ー
ス
も
出
姶
め
た
。
と
管
理
人
を
時
短
勁
務
に
の
和
み
立
て
は
住
民
が
や
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
未

「
切
っ
て
い
い
と
い
う
強
し
、

一
時
的
に
即

B
長
が
智
し
か
な
い
。
「
管
理
の
主
体
来
は
絵
空
平
で
は
な
い
c

我

気
の
怠
恩
表
示
な
の
か
」
。
瑯
菜
務
を
担
っ
た
。

は

あ

く

ま

で

佳

民

」

(
N
P

が
家
は
大
丈
夫
か
。
犀
住
者

器
都
台
東
区
に
あ
る
マ
ン
分
睾
マ
ン
シ
ョ
ン
は
全
国

0
法
人
日
本
庄
宅
管
器
組
合
の
自
覚
が
、
終
の
住
み
家
の

シ
ョ
ン
竹
瑯
組
合
の
珈
ー
に

6
5
5方
戸
あ
り
、
国
民
協
議
会
の
川
上
湛
永
会
長
）
荒
廃
を
防
ぐ
．
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日
本
語
の
四
料
が
読
め
な

い
ー

。
東
京
都
荒
川
区
で

32戸
が
入
る
築
37年
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
。
区
分
所
有
若

の
半
数
以
上
が
中
国
人
な
ど

外
国
人
だ
。
住
民
総
会
へ
の

参
加
を
霞
話
や
魯
面
で
呼
び

か
け
て
も
反
応
は
な
く
、
委

任
状
も
集
ま
ら
な
い
。

「管

理
規
約
が
改
正
で
き
ず
、
修

籾
工
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
。

外
部
の
専
門
家
と
し
て
符
迎

組
合
迎
ボ
に
就
い
た
別
所
毅

謡
さ
ん
は
嘆
く
。

古
い
ほ
ど
多
く

外
匡
人
材
の
受
け
入
れ
が

広
が
り
、
今
後
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
の
居
住
は
さ
ら
に
増
え
て

い
く
。
外
国
人
庄
民
を
地
域

マンションl懇
クライシス

命

で
外
国
人
と
の
烈
足
が
珀
え

た
不
動
産
会
社
は

85%
。
「古

[
[
i

豆
〗
戸
も
[
〗
[

機
能
不
全
の
管
理
組
合

外国人増、言菜の壁も
戸
の

l
割
が
中
国
人
。
醤
理
は
戸
別
訪
問
を
繰
り
返
し
、

国
交
省
の
調
査
で
は
、
外

9
戸
の
国
住
者
は
全
員
が

組
合
迎
出
長
、
久
保
田
悼
さ
マ
ナ
ー
改
臨
や
管
理
磁
徴
収
国
人
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
賂
金
湾
な
ど
の
外
国
人
。
匹
迎

ん
は
組
合
の
役
職
を
任
せ
る
に
押
走
。
巡
幽
を
立
て

rgす
罰
し
て
い
る
密
理
会
社
は
1
組
合
も
な
く
迎
常
ぱ
機
能
不

な
ど
融
和
に
心
を
砕
く
。
空
ま
で
7
年
か
か
っ
た
。
文
化
％
。
外
国
語
に
よ
る
怜
迎
規
全
だ
っ
た
が
、

3
年
前
、
マ

室
に
悩
む
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
の
追
う
外
国
人
か
ら
マ
ン
シ
約
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
ン
シ
ョ
ン
酋
理
士
の
中
山
孝

外
菌
人
が
入
店
し
活
気
が
生
ョ
ン
微
迎
へ
の
血
解
を
醇
る
は
0
％
だ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
仁
さ
ん
が
閾
わ
り
管
皿
組
合

ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ン
管
班
染
協
会
（
束
京
・港
）
を
作
っ
た
。
中
山
さ
ん
は
規

「

こ

ん

な

に

古

い

の

に

管

は

薯

ら

し

の

ル
ー
ル
を
英
約
を
中
国
語
に
翻
訳
。
外
国

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
翻
人
住
民
に
修
研
の
必
要
性
を

修
繕
に
関
心
無
く

理
幽
や
修
織
屈
立
金
な
ん
て

払
え
な
い
」
。
横
浜
市
の
菜
投
資
の
増
加
が
平
態
を
さ
訳
し
た

「多
r器
受
例
集
」

説
き
、
瑯
解
を
囮
た
。

40年
超
の
マ
ン
シ
ョ
ン
元
理
ら
に
難
し
く
す
る
。
東
京
都
を
作
成
。
だ
が
横
浜
市
立
大
国
交
省
は
中
山
さ
ん
ら
の

市
長
、
田
辺
毀

一
さ
ん
は
、

新
宿
区
に
あ
る
3
0
0-P
ほ
学
の
斉
籐
広
了
教
授
は

「契
よ
う
な
外
部
専
門
家
を
登
用

外
国
人
住
民
か
ら
か
け
ら
れ
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
瑯
市
を
約
出
や
管
迎
規
約
の
翻
訳
も
す
る
こ
と
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の

た
臼
菜
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
経
験
し
た
会
社
役
凪
の
男
性
必
要
」
と
描
摘
す
る
。
諸
閻
船
を
解
決
す
る
よ
う
促

34戸
の
う
ち
、
約
半
数
の
は
「
投
炎
目
的
で
は
っ
て
片

8
月
中
旬
、
束
京
都
幾
国
す
が
、
理
平
長
へ
の
起
用
は

所
有
者
が
外
国
人
。
届
住
マ
貸
に
回
す
外
国
人
は
笞
理
組
区
の
5
賠
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
の
1
％
程
度
に
と
ど
ま

ナ
ー
を
碑
解
し
て
お
ら
ず
、
合
の
活
勁
に
無
腕
心
」
と
振
で
、
犀
上
に
設
四
さ
れ
た
7

る
。
増
え
る
外
国
人
住
民
と

大

mの
油
を
流
し
て
下
水
管
り
返
る
。
所
有
若
が
次
々
変
台
の
物
隣
の
撤
去
作
業
が
行
ど
う
向
き
合
う
か
。
日
本
社

が
詰
ま
る
な
ど
ト
ラ
プ
ル
が
わ
り
、
胄
類
の
送
付
先
が
分
わ
れ
た
。
中
に
は
粗
大
ゴ
ミ
会
に
溶
け
込
む
翠
炭
づ
く
り

頻
発
し
て
い
た
口
田
辺
さ
ん
か
ら
な
い
例
も
目
立
つ

D

が
賭
ま
っ
て
い
た
。
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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クと °て
がな？新き

地
下
に
配
電
集
中

「
東
日
本
大
裳
災
で
も
停

屯
は
1
日
だ
っ
た
の
に
」
。

J
R
武
蔵
小
杉
駅
（
川
崎
市
）

近
く
に
あ
る
築

H
年
の
47階

建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
。
中
靡
階

に
住
む
女
性

(59)
は
喚
く
。

合
風

19号
の
影
喫
で
、
地
下

3
階
が
疫
水
し
電
気
設
備
が

故
皿
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
排
水
設
備
が
動
か
ず
、
ト

イ
レ
も
使
え
な
い
状
態
に
。

〶

夕ワマ ンに死角あり
台
風
の
被
害
で
停
電
し
た
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン

(1513、
JI崎
市
中
原
区
）

漿
ポ
ン
プ
品
動
の
た
め
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
地
下
2

断
水
し
た
。

S
3階
に
設
即
す
る
こ
と
が

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
東
日

一
般
的
」
と
指
滴
。
「
配
電

本
大
震
災
を
機
に
防
災
を
見
装
四
を
水
密
梱
造
に
す
る
な

直
し
、
地
下
3
階
に
あ
っ
た
ど
ハ
ー
ド
面
を
強
化
す
る
必

水
や
簡
昴
ト
イ
レ
な
ど
の
備
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

寄
品
を
各
階
に
移
し
た
。
災
没
水
を
防
い
だ
マ
ン
シ
ョ

雹
対
策
を
堕
ね
て
考
た
が
、
ン
も
あ
る
。
東
京
都
世
田
谷

地
下
は
死
角
だ
っ
た
。
区
の
東
急
田
園
都
市
線
二
子

マ
ン
シ
ョ
ン
管
迎
コ
ン
サ
王
川
駅
周
辺
。
多
摩
川
沿
い

ル
タ
ン
ト
の
士
犀
輝
之
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
エ
ン
ト

は
「
タ
ワ
マ
ン
で
は
大
規
阪
ラ
ン
ス
前
に
高
さ
1
認
20咋

な
配
電
餃
僻
が
必
要
で
、
ス
ほ
ど
の
止
水
板
を
設
皿
。
問

『
．

浸水リスク、合意形成も難題
辺
に
は
虔
水
し
た
マ
ン
シ
ョ
っ
た
。

1
戸
当
た
り
の
微
朋
迎
動
し
た
設
定
も
考
え
ら
れ

ン
も
あ
っ
た
が

「あ
と
10令
は

一
般
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
る

l
_。
国
交
省
は
お
年
、

の
と
こ
ろ
で
助
か
っ
た
」（管

約
2
倍
だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
探
準
管
理
規

理
組
合
の
理
事
長
）
。
水
害

国

土

交

遥

省
の
マ
ン
シ
ョ
約
を
改
定
。
高
瞬
階
と
低
図

の
想
碗
に
も
よ
る
が
、
事
前
ン
総
合
調
査

(
2
0
1
8年
階
で
価
値
の
差
が
大
き
い
塙

の
対
策
が
明
暗
を
分
け
た
。

度

）
に
よ
る
と
、

20階
建
て
合
は
、
議
決
梱
に
差
を
設
け

以
上
の
―
っ
ち
修
納
金
が
計
画

る
こ
と
も
選
択
肢
と
の
解
説

よ
り
不
足
し
て
い
る
の
は
28
を
追
加
し
た
。

復
旧
費
捻
出
に
壁

被
災
し
た
大
規
探
マ
ン
シ
％
。
管
理
幽
な
ど
の
諦
納
は
日
本
大
学
の
中
川
雅
之
教

ョ
ン
は
、
復

18に
も
壁
が
立
的
％
と
、
タ
ワ
マ
ン
で
も
資
授
は

「
議
決
梱
割
合
の
変
更

ち
は
だ
か
る
。
地
下
な
ど
共
金
不
足
が
鮮
朗
だ
。
1
回
目
は
資
産
価
餡
の
維
持
と
の
観

用
部
の
工
事
質
を
ど
う
捻
出
の
修
細
工
事
は
粛
り
切
れ
た
点
で
は
合
理
的
」

と
話
す
。

す
る
か
。

電
気
設
備
な
ど
芦
と
し
て
も
、

2
回
自
、

3
回
一
方
「
資
産
が
あ
れ
ば
決
定

額
な
も
の
を
組
合
が
負
担
す
目
は
心
も
と
な
い
。
櫂
が
大
き
く
な
る
の
は
問

る
揚
合
は
「
区
分
所
有
者
の
例
え
ば
築
30i40年
で
の
題
」

（
神
戸
大
学
の
平
山
洋

合
怠
が
基
本
」

（
東
京
都
マ
交
換
が
多
い
エ
レ
ベ
_
タ
ー
介
教
授
）
と
の
意
見
も
あ
る
。

ン
シ
ョ
ン
課
）
。
一
時
金
が
や
楓
械
式
駐
車
埠
。
多
額
の
将
来
的
に
資
産
の
あ
る
居
住

必
要
と
な
れ
ば
、
総
会
で

4
栢
立
金
が
必
要
だ
が
、
負
担
者
の
窓
見
で
解
体
が
決
ま
っ

分
の
3
以
上
の
贅
成
が
必
要
を
巡
り
高
図
階
と
低
図
階
で
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
る
。

と

な

る

。

対

立

す

る

こ

と

も

あ

る

。

修

国

内

で

最

初

の

タ

ワ

マ

ン

災
害
だ
け
で
は
な
い
c

夕
紐
金
が
不
足
す
る
蜆
合
は
阻
が
誕
生
し
た
の
は
1
9
7
1

ワ
マ
ン
に
は
見
え
な
い
リ
ス

上
げ
が
必
要
だ
が
「
佐
民
の
年
。
古
い
タ
ワ
マ
ン
が
培
え
、

ク
が
摺
ん
で
い
る
。
幅
が
広
い
分
、
負
担
感
の
幅
修
繕
工
事
は
こ
れ
か
ら
本
格

タ
ワ
マ
ン
の
燭
合
、

12S
も
広
く
な
り
、
合
意
形
成
は
化
し
て
い
く
。
高
ま
る
リ
ス

15年
ご
と
に
行
う
大
規
膜
修
よ
り
雌
し
い
」
（
東
京
都
マ
ク
に
ど
う
備
え
る
か
。
課
題

饂
工
事
に
菜
大
な
資
金
が
必
ン
シ
ョ
ン
管
瑯
士
会
の
若
林
は
山
和
し
て
い
る
。

•99999999 河
尻
定
、
伊
藤
敏
克
、
天
野

要
と
な
る
。
埼
玉
県
川
口
市

翫
雄
副
薙
事
長
）
。

の
55階
建
て
で
は
1
回
目
の
総
会
で
の
議
決
梱
に
つ
ぃ
醤
子
、
璽
巌
、
栓
碑
奈
央
、

大
規
談
修
細
に
12偉
円
か
か
て
は
、

住
戸
の
価
値
割
合
に
高
LIJ
智
也
が
担
当
し
ま
し
た
。


	191017㊤[修繕費も管理人も不足] 脅かされる「終の住み家」
	191018㊥[機能不全の管理組合] 外国人増、言葉の壁も
	191019㊦[タワマンに死角あり] 浸水リスク、合意形成も難題



